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� はじめに

����年、世界一を決める野球大会として、はじめて開催
された���。���とは、��	
� �����

 �
���の頭文
字を取った略称である。出場国は北中米、アジア、欧州、
アフリカ、豪州など��カ国・地域が集まる。 その中で日
本が見事に優勝を果たした。私は、卒業論文を試みるこ
の年に起きた出来事「���」について研究をし、���

のような国を背負った負けられない試合では、どういっ
た特徴が見受けられるか。また日本が優勝した要因はな
んだったのか。私はその中で、得点に関した要因に注目
をし、研究を進める。

� データについて

本研究では、ＷＢＣ公式サイト�参考文献����のスコア
ブックを用いる。その中で、試合数の違いにより、準決
勝に進出した�カ国のスコアブックのみを用いる。その�

カ国は、日本��試合分�、キューバ��試合分�、韓国��試合
分�、ドミニカ共和国��試合分�である。この�カ国のスコ
アブックを用いて、�打席ごとにデータを整理していく。

� 解析方法

本研究は得点要因の分析であり、得点に関わるいくつ
かの要因で得点有無の原因を予測するものである。�つ目
の解析は、�打者ごとによるデータの解析である。外的基
準を「その打者で得点につながった��」、「その打者で得
点につながらない��」の二つに分けて、アイテムを以下
のように定める。
�� 打席内容�単打、�塁打、�塁打、本塁打、凡打、四死球、犠
打飛、失策

�� イニング��、�、�、�、�、�、�、	、
回、延長回
�� 現時点勝敗�同点、�点差以内勝、�点差以内負、�点差以上
勝、�点差以上負

�� 打順��、�、�、�、�、�、�、	、
番、代打
�� 対投対打�右投右打、右投左打、左投右打、左投左打
�� 先頭ランナー�ランナーの中でいちばんホームに近いラン
ナーのこと��なし、�、�、�塁

�� ストライク�、�、�ストライク
	� ボール�、�、�、�ボール

� アウト�、�、�アウト

ここで、打席内容が「本塁打」の打者は、必ず外的基準
１となるので、その打者ははずして解析を行なっていく。
�つ目の解析は、打者の繋がりを見るために、ここでは�

打者ずつのデータを�つずつ繋げた�打者ごとによるデー
タの解析を説明する。�打者つなげることによりアイテム
の数も増えるので、先頭ランナーとアウトはまとめて打
席状況というアイテムに変え、ストライクとボールはま
とめてカウントというアイテムに変え、意味づけをしや
すくする。そしてこの�つの解析は数量化��類を用いる。
最後の解析は、イニングごとによるデータの解析で、数

量化�類を用いる。外的基準を各イニングの得点とし、ア
イテムを以下のように定める。
�� 単打数�、�、�、�、�、�本
�� �塁打数�、�、�本
�� �塁打数�、�本
�� 本塁打数�、�、�本
�� 四死球数�、�、�、�個
�� 犠打数�、�個
�� 犠飛数�、�個
	� 失策数�失策による出塁数��、�、�個

� イニング��、�、�、�、�、�、�、	、
回、延長回

�� 現時点勝敗�イニング始めにおける現時点勝敗��同点、�点
差以内勝、�点差以内負、�点差以上勝、�点差以上負

��� 先頭打順�イニング始めにおける先頭打者の打順���、�、�、
�、�、�、�、	、
番、代打

また、各国における得点の効率性を検証するために、ク
ラスター分析を用いる。

� �打者ごとによるデータの主な解析結果�相
関比������	

��� 打順�偏相関係数�������

打順において、偏相関係数は他のアイテムよりも低く
なっているが、これは国によってばらつきが見られるか
らである。しかし打順の�番に関しては、日本は��番目、
キューバは�番目、韓国は�番目、ドミニカは�番目と、本
来、�番がいちばん得点要因になりやすいと考えられる
にもかかわらず、どの国も�番のスコア値が低くなってい
た。実際のところ、�番はチャンスに回ってきていないの
か、全体の各打順における得点の期待値を求めたところ、
�番は�番目に高く、比較的チャンスに回ってきているこ
とが分かった。また、�カ国それぞれの�番における打率
を求めたところ、日本を除く�カ国が、����カ国平均打
率������を下回っていた。よって、この���における�番
のプレッシャーというものが大きかったと推測できる。こ
ういった中で、日本の�番、松中選手は、打点�と少ない
が、打率は����と、チャンスメークをする形で活躍して
いたのである。

��	 アウト�偏相関係数�������

アウトでは、ドミニカを除き、�アウトのスコア値が一
番高くなっている。その意味づけとして、バントに注目し
た。ランナーの状況別でバントありなしの得点率を求め
たところ、キューバの�アウト�塁のときを除いて、バント
をしたときのほうが得点率が高い結果となった。キューバ
の�アウト�塁でもバントをした数は�度だけで、それが得
点につながらなかったということで得点率が�となった。
よって、バントは得点を取るための有効な戦略であると
考えられる。そういった関係上から�アウトよりも�アウ
トのスコア値のほうが高くなるということが推測できる。




 �打者ごとによるデータの主な解析結果�相
関比���
��	

��� 解析結果

表 �� 解析結果�前の打者におけるアイテムのみ表示�

アイテム スコア アイテム スコア
���� －����� �アウト�塁 �����
���� －����� �アウト�塁 ���	�
���� －����
 �アウト�塁 －����	
���� ����� �アウトなし �����

カウント ���� －����� 打席状況 �アウト�塁 －�����
������ ���� ����
 ����
� �アウト�塁 －���	�
������ ���� ����� ��	��� �アウト�塁 －����


���� ����
 �アウトなし ���
	
���� －����� �アウト�塁 －���	�
���� －����
 �アウト�塁 �����
���� －����	 �アウト�塁 �����
���� ���	� �アウトなし －���
�
単打 ����� 右投右打 －�����
�塁打 －����� 対投対打 右投左打 －�����

打席内容 �塁打 －����� ������ 左投右打 �����
������ 本塁打 －����� ������ 左投左打 �����
��
��� 凡打 －����


四死球 ���
�
犠打飛 －����	
失策 �����

外的基準 スコア
得点につながらない�� －����	
得点につながった�� ��
�


注�アイテム名の下の数字は、偏相関係数、範囲を表す。

��	 前打者のカウント�偏相関係数����
��

表 �� 「前打者のカウント」スコア値の上位�カテゴリー

順位 カテゴリー スコア値
�位 ストライクボール�初球� ��	�
�位 �ストライクボール ���


表�より、前打者のカウントでいちばん高いスコア値は
初球である。初球の平均打率����、前打者が初球で凡打の
とき次打者の打率����、前打者が初球で凡打以外のとき
次打者の打率����。このデータから、初球のバッティング
は、その打者の打率も高くなる上、次打者にも大きく影響
を与えることが分かる。また、�番目に高いスコア値は�

ストライク�ボール������である。����の平均打率����、
前打者が����で凡打のとき次打者の打率����、前打者が
����で凡打以外のとき次打者の打率����。このデータか
ら、�ストライク�ボールというカウントは、打者を抑え
やすいカウントであるが、その打者の打席内容に関係な
く、次打者には打たれやすい傾向がある。その理由とし
て、次打者には、前打者にストライクが先行してきた傾
向から、読みがしやすくなるということが考えられる。

� イニングごとによるデータの主な解析結果
�決定係数�����	


�� イニング�偏相関係数���	
��

表 �� 「イニング」スコア値の上位�カテゴリー

順位 総合 日本 キューバ ドミニカ 韓国
�位 延長回 �回 延長回 
回 �回
�位 �回 �回 �回 �回 
回
�位 �回 �回 
回 �回 �回
�位 
回 �回 �回 �回 �回

表�より、�カ国総合の解析結果では、「延長回」、「�回」、
「�回」、「 回」の順であり、「延長回」、「 回」というイ
ニングは、試合後半のため、守備側の選手の疲労や、攻
撃側の打席回数が多くなることで、得点に結びつきやす

くなるのではないかと考えられる。また、「�回」、「�回」
というイニングは、今回���の特別ルールで投手の球数
制限があったため、投手の交代する時機であることによ
り、得点に結びつきやすいのではないかと考える。


�	 各国における得点の効率性

イニングごとによる解析結果のサンプルスコアを用い
る。サンプルスコアは各イニングの予測得点である。そ
して各イニングにおいて、この予測得点と実際の得点を
比較し、実際の得点のほうが高いほど、効率よく点数を
取ったイニングだと考える。よって、実際得点と予測得点
の差を求め、この�次元の値をクラスター分析で�つの分
類に分ける。�群がもっとも効率よく得点したイニング、
そして群の数字が大きいほどもっとも効率よく得点して
いないイニングとする。

� 日本 …予測総得点�����、実際総得点��
…集まったイニング数��群��、�群��、�群���、

�群��
、�群���、�群���イニング�

� キューバ…予測総得点�����、実際総得点���
…集まったイニング数��群��、�群�、�群��、

�群���、�群���、�群���イニング�

� 韓国 …予測総得点�����、実際総得点���
…集まったイニング数��群��、�群��、�群��、

�群��、�群	、�群���イニング�

� ドミニカ…予測総得点��
��、実際総得点���
…集まったイニング数��群��、�群��、�群��、

�群��	、�群��、�群���イニング�

ここから、日本がいちばん効率よく得点した国だという
ことが分かる。

� まとめ

本研究の���の解析結果では、選手の心理的な一面を
表す結果となった。打順については、�番は今大会の重圧、
責任といったものを感じながらプレーをしていた。戦略
といった部分では、今大会はバントがとても有効な戦略
だと判断された。また、�打者をつなげた解析をしたとこ
ろ、前の打者は、次の打者になんらかの影響を与える結
果となった。前の打者のカウントによって、次の打者の
成績に影響を与えたり、また他にも、前の打者が失策に
よる出塁、投手のミスによる四死球であると、次の打者
には好成績をもたらす結果となった。以上のことが、主
な���の特徴として挙げられる。

 おわりに

本研究では、���という興味のある野球分野のデータ
を取り扱うことによって、卒業論文を最後まで根気よく
やり終え、自分なりに納得のいく成果を上げることがで
きた。また、この卒業論文を通じて、統計学の知識、必
要性を同時に学んでいくことができた。
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